
道
元
の
入
宋
求
法
を
め
ぐ
る
諸
問
題

中

尾

良

信

は
じ
め
に

道
元
（
一
二
〇
〇
～
一
二
五
三
）
は
、
入
宋
し
て
天
童
山
の
如
浄
（
一
一
六
三
～
一
二
二
七
）
に
嗣
法
し
て
帰
国
し
、
建
仁
寺
に
滞
在

し
た
後
、
洛
南
深
草
に
興
聖
寺
（
も
と
京
都
市
伏
見
区
、
現
在
は
宇
治
市
）、
さ
ら
に
越
前
に
下
向
し
て
永
平
寺
を
開
き
、
日
本
に
お
け

る
曹
洞
宗
の
開
祖
と
さ
れ
て
い
る
。

自
ら
「
正
伝
の
仏
法
」
と
称
す
る
道
元
の
仏
法
は
、そ
の
撰
述
で
あ
る
『
正
法
眼
蔵
』
や
『
永
平
広
録
』
な
ど
で
、「
只
（
祇
）
管
打
坐
」

あ
る
い
は
「
修
証
一
等
」
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
仏
教
史
の
流
れ
な
か
で
道
元
を
見
た
場
合
、
道
元
個
人
の
思
想
に
と
ど
ま
ら

な
い
課
題
が
存
在
す
る
。
と
く
に
比
叡
山
で
出
家
し
た
道
元
が
、
入
宋
を
前
提
と
し
て
建
仁
寺
（
京
都
市
）
に
赴
い
た
こ
と
、
そ
こ
で
ど

の
よ
う
な
人
的
交
流
が
あ
っ
た
の
か
、
さ
ら
に
は
具
体
的
な
入
宋
渡
海
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
っ
た
か
な
ど
は
、
決
し
て
十
分

に
解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
本
稿
で
は
、
叡
山
を
降
り
た
道
元
が
建
仁
寺
へ
赴
い
た
理
由
、
一
般
に
は
栄
西
の
弟
子
明
全
に
師

事
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
人
的
交
流
が
な
か
っ
た
の
か
、
さ
ら
に
は
入
宋
し
た
際
に
問
題
と
な
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
新
到

列
位
」
の
問
題
の
要
因
な
ど
に
つ
い
て
、
曹
洞
宗
宗
祖
と
い
う
立
場
に
縛
ら
れ
ず
に
見
て
み
た
い
。
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一
、
建
仁
寺
移
錫
と
明
全

叡
山
で
の
修
学
の
過
程
で
疑
問
を
持
っ
た
道
元
に
三
井
寺
公
胤
が
与
え
た
指
示
は
、
端
的
に
い
え
ば
入
宋
し
て
禅
を
学
ぶ
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
結
果
と
し
て
道
元
は
洛
東
建
仁
寺
へ
赴
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
開
山
栄
西
に
直
接
師
事
し
た
の
か
ど
う
か

と
い
う
問
題
で
あ
り
、
後
に
弟
子
明
全
と
と
も
に
入
宋
す
る
こ
と
に
な
る
事
情
で
あ
る
。

仏
樹
房
明
全
（
一
一
八
四
～
一
二
二
五
）
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、『
元
亨
釈
書
』
に
は
立
伝
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、『
延
宝
伝
燈
録
』（『
大

日
本
仏
教
全
書
』
一
〇
八
）『
本
朝
高
僧
伝
』（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
〇
九
）
な
ど
江
戸
期
の
僧
伝
類
が
あ
る
他
に
、
明
全
の
依
頼
を

受
け
て
南
宋
の
官
僚
で
あ
る
虞
樗
が
著
し
た
『
日
本
国
千
光
法
師
祠
堂
記
』（『
続
群
書
類
従
』
九
ー
上
、
二
七
三
頁
）、
道
元
自
身
に
関

わ
る
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
や
、「
明
全
戒
牒
奥
書
」「
舎
利
相
伝
記
」（
い
ず
れ
も
『
道
元
禅
師
全
集
』
第
七
巻
所
収
）
な
ど
が
あ
る
。
ま

た
永
平
寺
と
並
ぶ
曹
洞
宗
大
本
山
で
あ
る
総
持
寺
（
も
と
石
川
県
輪
島
市
、
明
治
期
に
火
災
の
た
め
横
浜
市
に
移
転
）
の
開
山
瑩
山
紹
瑾

（
一
二
六
四
～
一
三
二
五
）
が
著
し
た
『
伝
光
録
』（『
曹
洞
宗
全
書
』
宗
源
下
）、
永
平
寺
十
三
世
建
撕
（
一
四
一
五
～
一
四
七
四
）
が
著

し
た
『
永
平
開
山
道
元
禅
師
行
状
建
撕
記
』（
以
下
『
建
撕
記
』
と
略
称
、河
村
孝
道
編
『
諸
本
対
校
建
撕
記
』
大
修
館
書
店
）
な
ど
道
元

の
伝
記
史
料
か
ら
も
、
断
片
的
な
が
ら
明
全
の
事
跡
が
窺
え
る
。
僧
伝
類
の
伝
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
明
全
は
伊
勢
（
三
重
県
）
の
人
で
、

俗
姓
は
蘇
氏
と
あ
る
。
八
歳
で
親
を
喪
い
、
延
暦
寺
で
出
家
し
、
首
楞
厳
院
の
明
融
に
就
い
て
天
台
の
法
門
を
学
び
、
後
に
栄
西
の
門
に

入
っ
て
い
る
。
建
仁
寺
開
創
は
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
で
あ
り
、
明
全
十
九
歳
の
と
き
で
あ
る
。
前
後
の
事
情
か
ら
考
え
て
、
栄
西
門

下
へ
の
帰
投
は
お
そ
ら
く
建
仁
寺
開
創
以
降
で
あ
ろ
う
。
栄
西
門
下
の
二
神
足
と
い
う
べ
き
荘
厳
房
退
耕
行
勇
（
一
一
六
三
～

一
二
四
一
）・
釈
円
房
栄
朝
（
？
～
一
二
四
七
）
よ
り
も
後
進
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

明
州
本
『
建
撕
記
』
で
も
建
保
三
年
（
一
二
一
五
）
の
栄
西
示
寂
の
記
事
の
前
に
、「
建
仁
開
山
千
光
祖
師
の
室
に
入
り
、
初
め
て
臨

（1） 

（2） 

道元の入宋求法をめぐる諸問題 　338



済
の
宗
風
を
聞
く
」
と
あ
る
も
の
の
（『
諸
本
対
校
建
撕
記
』
八
頁
）、
正
式
な
建
仁
寺
へ
の
移
錫
に
つ
い
て
は
、「
十
八
歳
の
秋
、
始
め

て
本
山
を
離
れ
、
洛
陽
建
仁
寺
に
投
じ
」
と
あ
る
よ
う
に
（『
諸
本
対
校
建
撕
記
』
一
一
頁
）、
十
八
歳
の
時
で
あ
り
、
両
者
が
文
字
通
り

対
面
し
た
可
能
性
が
高
い
と
は
い
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
そ
れ
以
前
に
、「
建
保
二
年
よ
り
同
五
年
四
箇
年
の
間
に
至
っ
て
建
仁

と
叡
山
と
往
来
と
み
え
た
り
」
と
あ
る
の
で
（『
諸
本
対
校
建
撕
記
』
一
〇
頁
）、
栄
西
示
寂
以
前
か
ら
叡
山
と
東
山
界
隈
を
往
来
し
て
い

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

道
元
自
身
の
撰
述
で
あ
る
『
辧
道
話
』
に
、

ち
な
み
に
建
仁
の
全
公
を
み
る
。
あ
ひ
し
た
が
ふ
霜
華
、
す
み
や
か
に
九
廻
を
へ
た
り
。
い
さ
さ
か
臨
済
の
家
風
を
き
く
。
全
公

は
祖
師
西
和
尚
の
上
足
と
し
て
、
ひ
と
り
無
上
の
仏
法
を
正
伝
せ
り
、
あ
へ
て
余
輩
の
な
ら
ぶ
べ
き
に
あ
ら
ず

	

（
岩
波
文
庫
『
正
法
眼
蔵
』
一
、一
二
頁
）

と
あ
り
、
ま
た
瑩
山
紹
瑾
の
『
伝
光
録
』
に
も
、

か
の
明
全
和
尚
は
顕
密
心
の
三
宗
を
つ
た
え
て
、
ひ
と
り
栄
西
の
嫡
嗣
た
り
、
西
和
尚
、
建
仁
寺
の
記
を
録
す
る
に
曰
、
法
蔵
は

た
ゞ
明
全
の
み
に
嘱
す
、
栄
西
が
法
を
と
ぶ
ら
は
ん
と
お
も
ふ
と
も
が
ら
は
、
す
べ
か
ら
く
全
師
を
と
ぶ
ろ
ふ
べ
し

	

（『
曹
洞
宗
全
書
』
宗
源
下
三
九
一
頁
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
建
仁
寺
に
移
っ
て
か
ら
比
較
的
早
い
時
期
に
明
全
に
入
門
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
明
全
は
栄
西
の
門
下
に
お

い
て
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
高
弟
で
、
栄
西
の
仏
法
の
す
べ
て
を
継
承
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
全
自
身
が

在
宋
中
（
一
二
二
五
年
）
に
天
童
山
で
客
死
し
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
建
仁
寺
の
住
持
な
い
し
そ
れ
に
準
ず
る
よ
う
な
立
場
で
は
な
か
っ

た
、
と
い
う
こ
と
も
あ
る
意
味
で
当
然
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
あ
へ
て
余
輩
の
な
ら
ぶ
べ
き
に
あ
ら
ず
」
と
い
う
道
元
の
評
価
、「
法

蔵
は
た
ゞ
明
全
の
み
に
嘱
す
」
と
い
う
瑩
山
の
表
現
は
、
明
全
を
高
く
評
価
す
る
修
辞
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
の
ま
ま
栄
西
門
流
で
の
明

全
の
位
置
づ
け
と
す
る
に
は
無
理
が
あ
る
。
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道
元
が
、
入
宋
の
き
っ
か
け
を
求
め
て
建
仁
寺
へ
赴
い
た
と
す
れ
ば
、
指
導
的
立
場
に
あ
る
人
物
に
接
触
し
よ
う
と
す
る
の
が
自
然
で

あ
り
、
そ
れ
は
や
は
り
、
明
全
で
は
な
く
建
仁
寺
二
世
と
な
っ
た
行
勇
で
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
確
証
に
欠
け
る
も
の
の
、
道

元
と
明
全
が
接
近
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
明
全
自
身
が
現
実
に
入
宋
を
計
画
し
て
い
た
か
ら
で
、
明
全
の
侍
者
と
し
て
随

行
す
れ
ば
、
入
宋
の
手
続
き
も
比
較
的
容
易
だ
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
明
全
の
入
宋
を
許
可
し
た
院
宣
や
六
波
羅
の
下
知
状
に
、
明

全
の
門
弟
と
し
て
道
元
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

道
元
が
生
前
の
栄
西
と
相
見
し
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
。『
三
祖
行
業
記
』
で
は
、
叡
山
を
降
り
て
建
仁
寺
に
赴
い
た

の
は
十
八
歳
の
時
と
な
っ
て
お
り
、
既
に
栄
西
が
示
寂
し
た
後
で
あ
る
。
道
元
は
十
四
歳
で
叡
山
に
お
い
て
出
家
し
、
一
切
経
を
二
度
読

破
す
る
ほ
ど
真
剣
に
修
学
し
た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
な
り
の
期
間
を
叡
山
で
過
ご
し
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
修
学
の

過
程
で
生
じ
た
疑
問
の
回
答
を
模
索
し
、
つ
い
に
公
胤
の
指
示
で
建
仁
寺
に
至
る
年
齢
と
し
て
は
、
十
八
歳
は
至
極
妥
当
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
と
こ
ろ
が
訂
補
本『
建
撕
記
』に
お
い
て
は
、公
胤
が
栄
西
に
参
ず
る
こ
と
を
指
示
し
、栄
西
示
寂
の
前
年
の
建
保
二
年（
一
二
一
四
）

に
「
建
仁
開
山
千
光
禅
師
（
栄
西
）
の
室
に
入
り
」
と
あ
り
、
表
現
と
し
て
は
栄
西
の
弟
子
と
な
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
古
写
本
『
建

撕
記
』
の
発
見
以
前
は
、
こ
の
記
事
に
基
づ
い
て
道
元
と
栄
西
が
相
見
し
た
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
発
見
さ
れ
た
古
写

本
を
見
る
と
、
訂
補
本
に
あ
る
よ
う
な
記
事
は
、
面
山
に
よ
っ
て
書
き
改
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
。
さ
ら
に
栄
西
の

示
寂
地
に
つ
い
て
も
、『
元
亨
釈
書
』
を
は
じ
め
と
す
る
諸
史
料
は
七
月
五
日
に
京
都
と
す
る
も
の
の
、『
吾
妻
鏡
』
に
は
六
月
五
日
に
鎌

倉
で
示
寂
し
た
と
あ
っ
て
一
定
せ
ず
、
両
者
の
相
見
に
否
定
的
な
見
解
が
有
力
と
な
っ
た
が
、
栄
西
示
寂
前
後
か
ら
建
仁
寺
に
出
入
り
し

て
い
た
と
思
わ
れ
る
し
、
明
全
の
舎
利
を
携
え
て
帰
国
し
た
後
も
、
五
年
に
わ
た
っ
て
建
仁
寺
に
滞
在
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
通
算
す
れ

ば
相
当
の
期
間
、
建
仁
寺
に
止
住
し
た
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
明
全
以
外
の
人
物
と
の
関
係
は
、
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

浄
妙
寺
（
鎌
倉
市
）
所
蔵
『
開
山
行
状
并
足
利
霊
符
』
所
収
の
、
散
文
の
行
勇
伝
で
あ
る
「
開
山
勇
禅
師
行
状
」
に
は
、
行
勇
に
参
じ

（3） 

（4） 

（5） 

（6） 
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た
人
と
し
て
、
大
歇
了
心
（
生
没
年
不
詳
）・
妙
寂
全
玄
（
？
～
一
二
五
七
）・
仏
眼
房
隆
禅
（
生
没
年
不
詳
）
な
ど
の
法
嗣
の
ほ
か
に
、

興
国
寺
（
和
歌
山
県
由
良
町
）
開
山
心
地
房
無
本
覚
心
（
一
二
〇
七
～
九
八
）・
栄
朝
・
東
福
寺
（
京
都
市
東
山
区
）
開
山
円
爾
（
一
二
〇
二

～
八
〇
）・
妙
見
堂
道
祐(

一
二
〇
一
～
五
六)

・
道
元
の
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
覚
心
と
円
爾
に
つ
い
て
は
行
勇
へ
の
参
学
が
伝
え
ら

れ
て
い
る
が
、
栄
朝
・
道
祐
・
道
元
に
つ
い
て
は
、
僧
伝
類
に
も
行
勇
参
学
と
い
う
こ
と
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
道
元
の
場
合
、

そ
の
伝
記
で
あ
る
『
建
撕
記
』（
明
州
本
）
に
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

御
弟
子
明
全
は
、
あ
る
い
は
仏
樹
、
あ
る
い
は
行
勇
禅
師
と
申
す
な
り
。
栄
西
入
滅
已
後
は
行
勇
に
問
法
す
と
、
云
々

	

（『
諸
本
対
校
建
撕
記
』
八
頁
）

明
ら
か
に
明
全
と
行
勇
を
混
同
し
て
い
る
が
、
道
元
が
栄
西
の
示
寂
後
の
建
仁
寺
で
行
勇
に
問
法
し
た
こ
と
が
、
時
代
が
下
る
と
と
も

に
、明
全
と
の
関
係
が
強
調
さ
れ
た
た
め
に
混
同
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、と
い
う
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
古
写
本
『
建

撕
記
』
の
諸
本
の
中
で
、
延
宝
本
・
門
子
本
・
元
文
本
も
、
多
少
の
異
同
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
内
容
を
伝
え
て
い
る
。
た
だ

し
瑞
長
本
及
び
面
山
瑞
方
の
訂
補
本
に
は
、
行
勇
の
名
は
見
ら
れ
な
い
（
い
ず
れ
も
『
諸
本
対
校
建
撕
記
』）。
古
写
本
『
建
撕
記
』
の
四

本
ま
で
が
、
行
勇
へ
の
参
学
を
伝
え
て
い
る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
検
討
の
俎
上
に
載
せ
る
価
値
は
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
従
来
の
曹

洞
宗
史
に
お
い
て
、
道
元
と
行
勇
の
関
係
が
問
題
と
さ
れ
な
い
の
は
、
道
元
自
身
が
明
全
を
き
わ
め
て
高
く
評
価
し
、
行
勇
の
名
を
挙
げ

る
こ
と
を
ま
っ
た
く
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
道
元
の
建
仁
寺
止
住
期
間
か
ら
考
え
て
も
、
栄
西
示
寂
後
の
建
仁
寺
僧
団
を
行
勇

が
継
承
し
た
と
い
う
点
で
も
、
道
元
が
行
勇
を
知
ら
な
い
は
ず
は
な
く
、
む
し
ろ
ま
っ
た
く
接
触
が
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
不
自
然
で
あ
る
。

道
元
の
撰
述
な
ど
に
行
勇
の
名
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
見
て
、
道
元
に
と
っ
て
行
勇
が
求
む
べ
き
正
師
で
は
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
叡
山

を
下
っ
た
道
元
が
、
行
勇
・
明
全
を
含
め
た
栄
西
門
下
、
な
い
し
は
建
仁
寺
山
内
の
人
達
に
歴
参
し
た
後
、
明
全
を
師
と
し
て
選
択
し
た

と
い
う
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

341　『禪學研究』第100號，2022年3月



二
、
入
宋
の
手
続
と
建
仁
寺

三
井
寺
の
公
胤
に
入
宋
し
て
禅
を
学
ぶ
よ
う
指
示
さ
れ
た
道
元
が
、
建
仁
寺
に
赴
い
た
最
も
大
き
な
理
由
は
何
か
と
い
え
ば
、
当
然
の

こ
と
と
し
て
開
山
栄
西
自
身
が
二
度
の
入
宋
経
験
が
あ
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
栄
西
門
流
全
体
、
言
い
換
え
れ
ば
建
仁
寺
僧
団
に

は
、
相
当
数
の
入
宋
経
験
者
が
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
行
勇
の
弟
子
で
後
に
寿
福
寺
・
建
仁
寺
の
住
持
と
な
る
大
歇

了
心
は
、
入
宋
し
て
宋
朝
寺
院
の
規
矩
を
伝
え
た
と
さ
れ
る
し
、
や
は
り
行
勇
門
下
の
仏
眼
房
隆
禅
、
嗣
法
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
長
く

参
随
し
、
後
に
興
国
寺
開
山
と
な
っ
た
心
地
房
無
本
覚
心
も
、
道
元
と
前
後
し
て
入
宋
し
て
い
る
。
さ
ら
に
栄
朝
に
参
随
し
た
東
福
寺
開

山
の
円
爾
も
、
道
元
よ
り
も
後
で
は
あ
る
が
、
入
宋
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
当
時
の
建
仁
寺
は
、
渡
海
入
宋
に
関
す
る
情
報
を
入
手
し

や
す
い
環
境
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
栄
西
門
下
で
は
な
い
が
泉
涌
寺
（
京
都
市
東
山
区
）
開
山
俊
芿
（
一
一
六
六
～

一
二
二
七
）
も
、『
不
可
棄
法
師
伝
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
帰
国
を
栄
西
が
博
多
に
迎
え
、
そ
の
後
一
年
半
に
わ
た
っ
て
建
仁
寺
で
律
学
を

講
じ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（『
続
群
書
類
従
』
九
ー
上　

五
三
頁
）。
栄
西
の
建
仁
寺
開
創
以
降
、
俊
芿
が
泉
涌
寺
を
、
道
元
が
興
聖
寺

を
、
そ
し
て
円
爾
が
東
福
寺
を
開
く
な
ど
、
入
宋
帰
国
し
た
僧
が
次
々
と
寺
院
を
開
創
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
当
時
の
東
山
界
隈
が
、

新
来
の
南
宋
仏
教
が
展
開
し
た
地
域
と
い
え
る
。叡
山
を
離
れ
、新
た
な
方
向
を
模
索
す
る
道
元
に
と
っ
て
、単
に
建
仁
寺
だ
け
で
は
な
く
、

東
山
一
帯
が
そ
の
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
る
地
域
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

明
全
は
、
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
病
床
の
受
業
師
明
融
阿
閣
梨
の
懇
請
を
振
り
切
り
、
道
元
・
高
照
（
亮
照
と
も
）・
廓
然
等
を
伴
な
っ

て
渡
海
、
は
じ
め
明
州
（
浙
江
省
寧
波
市
）
の
景
福
律
寺
を
訪
れ
、
次
い
で
天
童
山
に
登
っ
て
無
際
了
派
（
一
一
四
九
～
一
二
二
四
）
に

参
じ
た
。
道
元
は
入
宋
直
後
、
明
全
と
別
行
動
を
と
る
が
、
や
が
て
天
童
山
で
再
会
す
る
。
無
際
了
派
の
示
寂
後
、
後
住
と
し
て
天
童
山

景
徳
寺
に
入
っ
た
の
が
、
道
元
が
正
師
と
仰
い
だ
如
浄
（
一
一
六
二
～
一
二
二
七
）
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
直
後
と
も
い
え
る
宝
慶
元

（7） 
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年
（
一
二
二
五
）
五
月
二
十
七
日
、
明
全
は
天
童
山
了
然
寮
で
示
寂
す
る
。
明
全
の
客
死
に
つ
い
て
は
、
道
元
自
身
が
認
め
た
記
録
と
し

て
、「
舎
利
相
伝
記
」「
明
全
戒
牒
奥
書
」（『
道
元
禅
師
全
集
』
七
、二
一
六
・
二
三
四
頁
）
が
残
っ
て
い
る
。

明
全
が
、
多
少
な
り
と
も
議
論
の
対
象
と
な
る
の
は
、
道
元
が
如
浄
に
嗣
法
す
る
以
前
、
臨
済
禅
へ
の
帰
投
を
導
い
た
師
と
し
て
、
ま

た
と
も
に
入
宋
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
道
元
は
三
井
寺
公
胤
の
指
示
に
よ
っ
て
建
仁
寺
を
訪
ね
た
と
さ
れ
る
が
、
栄

西
と
直
接
対
面
し
た
か
ど
う
か
は
時
間
的
に
微
妙
で
あ
り
、
道
元
の
栄
西
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
明
全
を
通
じ
て
得
た
も
の
と
見
て
よ

い
と
思
わ
れ
る
。
明
全
は
道
元
を
伴
な
っ
て
入
宋
し
、
宝
慶
元
年
（
二
二
一
五
）
五
月
二
十
七
日
、
天
童
山
了
然
寮
で
示
寂
す
る
。
宋
地

で
客
死
し
た
明
全
は
当
然
帰
国
す
る
こ
と
な
く
、
明
全
自
身
の
活
動
も
入
宋
求
法
の
時
点
で
途
絶
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
若
干
の
弟
子
が

い
た
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
明
全
は
常
に
道
元
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
語
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
日
本
仏
教
史
の
流
れ
の
中
で
評
価
さ
れ

る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

わ
ず
か
に
松
尾
剛
次
氏
が
、
明
全
が
入
宋
に
際
し
て
、
あ
ら
た
め
て
東
大
寺
で
受
け
た
と
さ
れ
る
具
足
戒
牒
が
、
あ
る
意
味
で
の
偽
文

書
で
あ
り
、
当
時
の
中
国
に
お
い
て
公
認
さ
れ
た
戒
壇
は
東
大
寺
戒
壇
で
あ
り
、
叡
山
の
大
乗
戒
壇
が
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を

論
証
さ
れ
て
い
る
。
松
尾
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、明
全
以
後
に
も
入
宋
を
前
提
と
し
た
東
大
寺
で
の
便
宜
的
受
戒
例
は
あ
る
が
、

明
全
が
何
の
根
拠
も
な
く
そ
う
し
た
方
法
を
発
想
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
明
全
の
入
宋
を
と
り
ま
く
背
景
に
、

便
宜
的
な
受
戒
を
発
想
さ
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
明
全
が
東
大
寺
で
入
宋
を
前
提
と
し
た

具
足
戒
牒
を
受
け
た
の
に
対
し
、
道
元
は
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
寧
波
の
港
に
足
止
め
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
道
元
の
戒
律
観
を
考

え
る
上
で
は
、
な
ぜ
道
元
は
明
全
と
同
じ
手
続
を
取
ら
な
か
っ
た
の
か
は
、
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
が
、
こ
の
点
は
、
天
童
山
に

お
け
る
道
元
の
行
動
と
重
要
な
関
連
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
節
を
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。
た
だ
明
全
が
そ
う
し
た
便
宜
的
な
方

法
を
採
り
得
た
の
は
、
栄
西
門
流
な
い
し
建
仁
寺
僧
団
と
い
う
環
境
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
可
能
性
は
極
め
て
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
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三
、
行
勇
門
下
の
入
宋

浄
妙
寺
所
蔵
『
開
山
行
状
并
足
利
霊
符
』
所
収
「
行
勇
禅
師
年
考
」
は
「
当
寺
大
過
去
牒
」
を
典
拠
と
し
て
、
非
常
に
重
大
な
記
事
を

収
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）
の
条
に
、「
過
去
牒
に
云
く
、
春
三
月
、
朝
公
（
頼
朝
）
の
命
を
奉
じ
て
、
慈
月
坊

を
周
防
法
眼
有
俊
に
付
し
、
入
宋
し
て
密
頤
を
究
む
」
と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
延
宝
伝
燈
録
』
な
ど
僧
伝
類
や
『
吾
妻
鏡
』

な
ど
に
行
勇
が
入
宋
し
た
と
い
う
記
録
は
な
い
し
、
こ
の
記
事
自
体
が
所
在
不
明
の
「
当
寺
大
過
去
牒
」
を
根
拠
と
し
て
お
り
、
他
に
こ

の
こ
と
を
傍
証
す
る
史
料
に
乏
し
い
た
め
、
現
時
点
で
は
単
な
る
伝
承
と
い
う
に
す
ぎ
な
い
。
北
条
政
子
は
安
達
泰
盛
の
勧
め
で
、
頼
朝

の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
高
野
山
に
金
剛
三
昧
院
を
開
創
し
、
行
勇
を
第
一
世
と
し
た
。「
行
勇
禅
師
年
考
」
は
、
こ
の
こ
と
を
建
暦
元
年

（
一
二
一
一
）
正
月
の
こ
と
と
し
、落
慶
供
養
の
導
師
に
栄
西
を
請
し
た
と
し
て
い
る
。『
金
剛
三
昧
院
文
書
』（『
高
野
山
文
書
』
第
二
巻
）

に
は
、「
金
剛
三
昧
院
住
持
次
第
」「
金
剛
三
昧
院
紀
年
誌
」「
法
燈
国
師
行
勇
法
系
」
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
行
勇
に
言

及
し
て
い
る
が
、
特
に
興
味
深
い
の
は
「
法
燈
国
師
行
勇
法
系
」（
三
八
二
頁
）
で
あ
る
。「
法
燈
国
師
」
と
は
、
行
勇
に
長
く
参
じ
た
無

本
覚
心
の
国
師
号
で
あ
る
。
冊
子
本
の
こ
の
史
料
の
表
紙
に
「
行
勇
禅
師
年
考
草
」
と
あ
る
と
い
う
注
記
か
ら
見
て
、
あ
る
い
は
編
纂
の

た
め
に
文
書
名
を
付
け
る
際
、
覚
心
と
行
勇
を
混
同
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
が
、
表
題
か
ら
『
開
山
行
状
并
足
利
霊
符
』
所

収
「
行
勇
禅
師
年
考
」
の
草
本
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
行
勇
に
つ
い
て
「
か
つ
て
偏
く
宋
地
に
遊
び
、
諸
老
の
門
に
登
る
」
と

あ
り
、
そ
の
入
宋
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
や
は
り
史
料
的
に
は
信
憑
性
が
高
い
も
の
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
行

勇
自
身
が
入
宋
し
た
と
い
う
伝
承
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

行
勇
門
下
の
入
宋
僧
と
し
て
は
、
寿
福
寺
三
世
と
な
り
、
建
仁
寺
住
持
職
・
東
大
寺
大
勧
進
職
を
継
い
だ
大
歇
了
心
が
知
ら
れ
て
お
り
、

「
行
勇
禅
師
年
考
」
に
よ
れ
ば
栄
西
が
示
寂
し
た
建
保
三
年
（
一
二
一
五
）
に
帰
国
し
、
日
本
の
禅
林
規
矩
の
整
備
に
貢
献
し
た
と
伝
え

（11） 
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ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
行
勇
を
嗣
い
で
金
剛
三
昧
院
二
世
と
な
っ
た
中
納
言
法
印
隆
禅
に
つ
い
て
は
、
従
来
ほ
と
ん
ど
論
及
さ
れ
る
こ

と
が
な
く
、
行
実
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
隆
禅
は
東
大
寺
大
勧
進
職
を
も
継
い
で
お
り
、
そ
の
活
動
は
鎌
倉
初
期
仏
教
に
お
け
る
栄
西
門

流
の
位
置
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
が
、
道
元
関
係
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
道
元
と
同
時
期
に
入
宋
し
て
い
た
隆
禅
と
い
う
僧
が
い
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
在
宋
中
の
道
元
が
、「
隆
禅
」
と
称
す
る
日
本
人
僧
に
遭
遇
し
た
と
い
う
記
事
が
、『
正
法
眼
蔵
』「
嗣
書
」

の
ほ
か
、『
永
平
広
録
』
巻
十
、『
宝
慶
記
』、『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
巻
二
、『
伝
光
録
』、『
訂
補
建
漸
記
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
く
に
『
随
聞
記
』
に
「
故
用
祥
僧
正
の
弟
子
な
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
も
、
道
元
と
関
わ
り
の
あ
っ
た
隆
禅
が
行
勇
門
下
で
あ
っ

た
可
能
性
は
高
い
。「
行
勇
禅
師
年
考
」
嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）
条
に
よ
れ
ば
、「
同
三
月
、
明
全
宋
地
に
寂
す
、
師
訃
音
を
聞
き
、
嘆

い
て
云
く
、
惜
し
む
べ
し
祖
家
の
一
隻
を
失
う
こ
と
を
」（『
曹
洞
宗
研
究
紀
要
』
十
九
号　

三
九
頁
）
と
あ
り
、
天
童
山
で
明
全
が
示
寂

し
た
こ
と
を
行
勇
が
知
っ
て
悼
ん
で
い
る
が
、「
祖
家
の
一
隻
」
と
い
う
表
現
は
、
多
分
に
追
悼
の
意
を
込
め
て
で
あ
る
に
し
て
も
、
臨

済
宗
関
係
の
史
料
に
明
全
が
登
場
す
る
数
少
な
い
例
で
あ
る
。道
元
が
明
全
の
舎
利
を
携
え
て
帰
国
す
る
の
は
、翌
安
貞
元
年（
一
二
二
七
）

の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
早
く
行
勇
が
明
全
の
示
寂
を
知
り
得
た
と
す
れ
ば
、
行
勇
自
身
が
入
宋
し
た
と
い
う
伝
承
と
の
関
連
や
、
隆

禅
の
入
宋
帰
国
の
時
期
が
問
題
と
な
る
が
、
現
時
点
で
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

叡
山
を
降
り
て
建
仁
寺
に
赴
い
た
道
元
が
、
結
果
と
し
て
明
全
に
伴
わ
れ
て
入
宋
し
た
こ
と
を
、
従
来
の
曹
洞
宗
門
に
お
い
て
は
、
道

元
自
身
の
撰
述
に
見
ら
れ
る
明
全
に
関
す
る
記
述
だ
け
か
ら
、
両
者
の
水
魚
の
交
わ
り
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以

外
の
周
辺
史
料
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
み
る
と
、
必
ず
し
も
明
全
自
身
に
参
ず
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
栄
西
示
寂
後
の

建
仁
寺
僧
団
を
率
い
て
い
た
退
耕
行
勇
か
ら
、
明
全
が
直
近
に
入
宋
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
侍
者
と
し
て
同
行
す
る
こ
と
が
入
宋

の
近
道
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
さ
れ
た
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
道
元
自
身
に
と
っ
て
、
入
宋
求
法
と
い
う
目
的

を
実
現
す
る
た
め
の
有
効
な
手
段
が
、
建
仁
寺
僧
団
に
身
を
投
じ
る
こ
と
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（12） 
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四
、
入
宋
渡
海

比
叡
山
か
ら
建
仁
寺
に
移
錫
し
た
道
元
は
、
明
全
に
随
従
し
て
入
宋
す
る
機
会
を
待
っ
て
い
た
が
、
こ
の
間
、
鎌
倉
で
は
三
代
将
軍
源

実
朝
（
一
一
九
二
～
一
二
一
九
）
が
、
二
代
将
軍
頼
家
の
次
男
公
暁
に
殺
害
さ
れ
た
り
、
京
で
も
後
鳥
羽
上
皇
（
一
一
八
〇
～
一
二
三
九
）

ら
が
倒
幕
の
兵
を
挙
げ
て
敗
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
承
久
の
乱
」
が
起
こ
る
な
ど
、
世
相
は
騒
然
と
し
て
い
た
。
ち
な
み
に
公
暁
は
、
道
元

が
建
仁
寺
に
赴
く
よ
う
示
唆
を
受
け
た
園
城
寺
（
三
井
寺
）
公
胤
の
門
弟
で
あ
り
、
広
い
意
味
で
は
道
元
と
同
門
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

朝
廷
と
幕
府
を
め
ぐ
る
事
件
が
あ
っ
た
た
め
か
、
入
宋
計
画
は
な
か
な
か
実
現
し
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）、

明
全
四
十
歳
、
道
元
二
十
四
歳
に
し
て
、
朝
廷
か
ら
は
後
高
倉
上
皇
（
一
一
七
九
～
一
二
二
三
）
の
院
宣
、
鎌
倉
幕
府
か
ら
は
六
波
羅
探

題
の
下
知
状
を
得
て
、
入
宋
渡
海
が
許
可
さ
れ
た
。
ほ
か
に
明
全
の
門
弟
廓
然
・
高
照
が
同
行
し
て
い
る
。
ま
た
瀬
戸
焼
き
の
祖
と
さ
れ

る
加
藤
景
正
（
四
郎
左
衛
門
）
な
ど
が
こ
れ
に
随
行
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
が
、
真
偽
の
ほ
ど
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
当
時
、
僧
侶
の
入

宋
は
し
だ
い
に
活
発
化
し
て
い
く
時
期
に
当
た
っ
て
い
る
が
、
新
し
い
文
物
の
輸
入
や
貿
易
な
ど
に
伴
っ
て
、
相
当
数
の
人
た
ち
が
海
を

越
え
て
往
来
し
た
と
思
わ
れ
る
。『
舎
利
相
伝
記
』
に
よ
れ
ば
、
一
行
は
二
月
二
十
二
日
に
京
を
離
れ
、
西
海
道
を
経
て
筑
前
（
福
岡
県
）

博
多
津
か
ら
商
船
に
乗
っ
て
海
を
渡
り
、明
州
慶
元
府
（
現　

浙
江
省
寧
波
市
）
の
港
に
着
岸
し
、五
月
十
三
日
に
天
童
山
景
徳
寺
に
到
っ

た
と
し
て
い
る
。

『
正
法
眼
蔵
』「
洗
面
」
の
巻
に
は
、

嘉
定
十
六
年
（
一
二
二
三
）
四
月
の
な
か
に
、
は
じ
め
て
大
宋
に
諸
山
諸
寺
を
み
る
に
、
僧
侶
の
楊
枝
を
知
れ
る
な
く
、
朝
野
の
貴

賤
お
な
じ
く
し
ら
ず　
　
　
（
中　

略
）　　
　

し
か
あ
れ
ば
、
天
下
の
出
家
在
家
、
と
も
に
そ
の
口
気
は
な
は
だ
く
さ
し
。
二
三
尺

を
へ
だ
て
て
も
の
い
ふ
と
き
、
口
臭
き
た
る
。
か
ぐ
も
の
た
へ
が
た
し	

（
岩
波
文
庫
『
正
法
眼
蔵
』
三
、一
三
三
頁
）

（13） 
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と
あ
っ
て
、
大
宋
の
諸
山
諸
寺
を
参
観
し
た
際
に
、
楊
枝
の
法
を
知
ら
な
い
中
国
僧
の
口
臭
に
閉
口
し
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
記
事

に
よ
っ
て
、
一
行
が
四
月
中
に
は
寧
波
に
到
着
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

「
明
全
戒
牒
奥
書
」（『
道
元
禅
師
全
集
』
七
、二
三
四
頁
）
に
よ
れ
ば
、
明
全
は
着
岸
後
ま
も
な
く
下
船
し
て
、
慶
元
府
城
東
南
隅
の
景

福
律
寺
に
赴
い
て
住
持
の
妙
雲
に
謁
し
て
い
る
。
こ
の
景
福
律
寺
に
は
師
栄
西
や
、
そ
の
後
に
入
宋
し
た
泉
涌
寺
俊
芿
も
赴
い
て
お
り
、

ま
た
後
に
入
宋
す
る
円
爾
も
同
様
に
訪
ね
て
い
る
。
と
く
に
俊
芿
は
、
建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）
に
帰
国
し
た
後
に
栄
西
に
招
か
れ
て
建

仁
師
で
律
学
を
講
じ
て
い
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
明
全
に
提
供
し
た
と
思
わ
れ
る
。
明
全
が
景
福
律
寺
を
訪
れ
た
の
は
、
俊
芿
が
景

福
寺
で
律
僧
如
庵
了
宏
に
参
じ
た
縁
に
よ
る
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
が
、
何
人
か
の
僧
が
同
じ
よ
う
に
景
福
寺
に
赴
い
て
い
る
こ
と
か
ら

見
れ
ば
、
入
宋
後
の
行
動
に
関
係
す
る
何
ら
か
の
手
続
き
を
と
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
明
全
は
比
叡
山
出
身
の

僧
で
あ
り
な
が
ら
、
中
国
仏
教
界
で
通
用
す
る
南
都
東
大
寺
戒
壇
の
具
足
戒
牒
を
所
持
し
て
入
宋
し
て
い
る
が
、
道
元
は
同
じ
手
続
き
を

と
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
、
入
宋
後
の
天
童
山
に
お
い
て
末
座
に
置
か
れ
、
そ
れ
に
不
満
を
表
し
た
と
さ
れ
る
。
道
元
が
な
ぜ
明
全
と
同
じ

手
続
き
を
と
ら
な
か
っ
た
の
か
は
、
道
元
の
戒
律
観
を
考
え
る
上
で
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
節
を
改
め
て
考
え
た
い
。

道
元
が
帰
国
後
に
著
し
た
『
典
座
教
訓
』
に
は
、

ま
た
嘉
定
十
六
年
（
一
二
二
三
）
癸
未
五
月
の
中
、
慶
元
の
舶
裏
に
あ
り
。
倭
使
頭
説
話
の
次
で
、
一
老
僧
あ
り
来
る
。
年
六
十

許
歳
。
一
直
に
便
ち
舶
裏
に
到
っ
て
、
和
客
に
問
う
て
倭
椹
を
討
（
た
ず
）
ね
買
う　
　
（
中　

略
）　　

然
る
に
去
年
、
夏
解
し
了

り
て
、
本
寺
の
典
座
に
充
て
ら
る
。
明
日
は
五
の
日
な
れ
ば
、
一
供
渾
て
好
喫
す
る
な
し	

（『
道
元
禅
師
全
集
』
六
、一
三
頁
）

と
あ
り
、「
五
月
の
中
」
が
中
旬
の
意
味
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
翌
日
が
「
五
の
日
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
右
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
は
五
月
十
四
日
の
こ
と
で
あ
り
、
道
元
は
そ
の
時
点
で
ま
だ
船
中
に
い
た
こ
と
に
な
る
。
一
方
『
舎
利
相
伝
記
』
に
は
「
五
月
十
三
日

に
、
慶
元
府
太
白
名
山
天
童
景
徳
禅
寺
に
い
た
る
」（
春
秋
社
『
道
元
禅
師
全
集
』
七
、二
一
六
頁
）
と
あ
っ
て
、
少
な
く
と
も
明
全
は
、

五
月
十
三
日
に
は
天
童
山
に
到
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
間
、
道
元
が
明
全
と
行
動
を
共
に
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
を
、
明
ら
か
に
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示
す
史
料
は
見
当
た
ら
な
い
。
明
全
が
景
福
律
寺
に
赴
い
た
こ
と
を
道
元
自
身
が
伝
え
る
一
方
で
、
自
ら
が
景
福
律
寺
に
赴
い
た
か
ど
う

か
に
つ
い
て
は
、
な
に
も
語
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、「
洗
面
」
の
巻
に
諸
山
諸
寺
を
見
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
府
城
の
諸
寺
を

参
観
す
る
な
ど
し
て
、
宋
国
の
仏
教
の
現
状
を
見
聞
す
る
程
度
の
こ
と
は
、
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

『
典
座
教
訓
』
に
は
右
の
記
事
に
続
け
て
「
同
年
七
月
、
山
僧
天
童
に
掛
錫
す
」（
春
秋
社
『
道
元
禅
師
全
集
』
六
、一
五
頁
）
と
述
べ

て
お
り
、
あ
た
か
も
七
月
に
至
っ
て
よ
う
や
く
天
童
山
に
掛
錫
で
き
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
ま
た
『
正
法
眼
蔵
』「
嗣
書
」
に
も
、「
嘉
定

十
六
年
癸
未
（
一
二
二
三
）
あ
き
の
こ
ろ
、
道
元
は
じ
め
て
天
童
山
に
寓
直
す
る
に
」
と
自
ら
述
べ
て
お
り
、
や
は
り
七
月
以
降
に
掛
錫

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
道
元
が
明
全
と
別
行
動
を
と
っ
た
か
ど
う
か
、
現
時
点
で
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
あ
る
い
は
具
足
戒
牒
を
所
持

し
な
か
っ
た
こ
と
で
、
慶
元
府
内
に
足
止
め
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
単
受
菩
薩
戒
と
中
国
の
授
戒
制
度

『
三
祖
行
業
記
』
に
は
、
道
元
の
天
童
山
掛
錫
直
後
の
こ
と
と
し
て
、
寧
波
滞
留
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
事
態
が
、

始
め
天
童
に
掛
錫
す
。
時
に
二
十
四
歳
な
り
。
戒
次
に
依
ら
ず
、
新
戒
位
に
列
せ
ん
と
す
。
師
、
表
書
し
て
曰
く
、
此
の
娑
婆
世
界

の
内
に
釈
尊
の
遺
法
流
布
せ
る
国
、
戒
法
已
に
弘
通
す
。
仏
法
の
位
次
は
尊
卑
老
少
を
論
ぜ
ず
。
先
に
受
戒
す
る
者
は
先
に
在
り
て

坐
し
、
後
に
受
戒
す
る
者
は
後
に
在
り
て
坐
す
。
け
だ
し
是
れ
七
仏
諸
仏
の
通
戒
な
り
。
何
ぞ
日
本
大
宋
に
至
り
て
別
異
あ
る
べ
け

ん
や
。
天
童
一
山
の
住
持
、
両
班
・
前
資
勤
旧
は
、
先
例
を
以
て
な
お
新
戒
位
に
定
む
。
そ
の
故
は
、
先
に
入
唐
せ
し
諸
僧
、
伝
教
・

弘
法
を
始
め
と
し
、
汝
が
師
翁
用
詳
上
人
（
栄
西
）
に
至
る
ま
で
、
尽
く
新
戒
位
に
著
け
り
。
け
だ
し
是
れ
国
の
例
な
り
、
大
国
小

国
の
別
異
な
り	

（『
曹
洞
宗
全
書
』
史
伝
上
、
二
頁
）

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
天
童
山
に
お
け
る
座
位
に
関
す
る
処
遇
つ
い
て
、
道
元
が
異
議
を
唱
え
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
従

道元の入宋求法をめぐる諸問題 　348



来
か
ら
「
新
到
列
位
」
の
問
題
と
呼
ば
れ
、
五
山
全
体
の
審
議
で
も
却
下
さ
れ
た
た
め
、
最
終
的
に
は
時
の
寧
宗
皇
帝
に
直
訴
し
て
よ
う

や
く
認
め
ら
れ
た
と
し
、
寧
宗
へ
の
直
訴
状
と
さ
れ
る
史
料
ま
で
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
天
台
宗
に
お
け
る
単
受
菩
薩
戒
と
い
う

シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
が
、
鑑
真
が
日
本
に
伝
え
た
如
法
授
戒
制
度
と
は
相
容
れ
な
い
独
自
の
も
の
で
あ
り
、
基
本
的
に
道
元
の
主
張
が
認

め
ら
れ
る
可
能
性
は
低
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
も
寧
宗
直
訴
と
い
う
行
動
に
つ
い
て
、
曹
洞
宗
で
は
道
元
の
毅
然
と
し
た
姿
勢

を
表
す
も
の
と
し
て
い
る
が
、
一
介
の
留
学
僧
の
直
訴
状
が
皇
帝
に
ま
で
届
く
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

天
童
山
で
客
死
し
た
明
全
が
、入
宋
の
際
に
持
参
し
た
戒
牒
に
道
元
が
奥
書
を
付
し
た
、正
治
元
年
（
一
一
九
九
）
十
一
月
八
日
付
（
明

全
十
六
歳
の
と
き
）
の
「
明
全
戒
牒
奥
書
」
が
永
平
寺
に
現
存
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は

先
師
、
諱
は
明
全
。
貞
応
癸
未
（
一
二
二
三
）
二
月
二
十
二
日
、
建
仁
寺
を
出
で
て
大
宋
国
に
赴
け
り
、
見
に
年
四
十
歳
な
り
。

　
　
　
　
（
中　
　

略
）

全
公
、
天
童
に
あ
り
て
三
年
を
経
、
四
十
二
歳
、
五
月
二
十
七
日
の
辰
の
時
、
了
然
寮
に
円
寂
せ
り
。
時
に
大
宋
宝
慶
元
年
乙
酉
の

載
（
一
二
二
五
）
な
り
。
時
に
堂
頭
和
尚
は
如
浄
禅
師
な
り
。
全
公
入
宋
の
時
は
、す
な
わ
ち
大
宋
嘉
定
十
六
年
癸
未
（
一
二
二
三
）

な
り
。
初
め
明
州
景
福
寺
に
到
る
、
時
に
講
師
の
妙
雲
講
師
、
堂
頭
た
り
。
全
公
は
、
本
天
台
山
延
暦
寺
に
菩
薩
戒
を
受
け
た
り
。

然
れ
ど
も
宋
朝
は
比
丘
戒
を
用
う
、
故
に
入
宋
の
時
に
臨
み
て
、
こ
の
具
足
戒
牒
を
書
し
持
せ
り
。
宋
朝
の
風
は
、
大
乗
教
を
習
学

す
と
い
え
ど
も
、
僧
は
皆
先
ず
大
僧
戒
を
受
く
る
な
り
。
た
だ
菩
薩
戒
を
受
く
る
の
み
の
僧
は
、
未
だ
嘗
て
聞
か
ざ
る
者
な
り
。
先

ず
比
丘
戒
を
受
け
、
後
に
菩
薩
戒
を
受
く
る
な
り
。
菩
薩
戒
を
受
く
る
の
み
に
し
て
、
し
か
も
夏
臈
と
な
す
は
、
未
だ
嘗
て
聞
か
ざ

る
な
り
。
明
全
、
入
宋
の
時
は
、
後
堀
河
院
の
在
位
な
り
。
後
高
倉
院
、
太
上
皇
た
り
。
全
公
、
太
上
天
皇
に
菩
薩
戒
を
授
け
奉
れ

り
。	

（『
道
元
禅
師
全
集
』
七
、二
三
四
頁
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
叡
山
で
出
家
し
た
明
全
が
、
比
丘
戒
（
具
足
戒
）
に
拠
る
中
国
に
お
い
て
は
叡
山
の
単
受
菩
薩
戒
が
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
具
足
戒
の
戒
牒
を
持
参
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
宋
朝
で
は
先
に
具
足
戒
を
受
け
る
の
で

（14） 
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あ
っ
て
、
菩
薩
戒
を
受
け
た
だ
け
と
い
う
僧
、
あ
る
い
は
菩
薩
戒
を
受
け
た
だ
け
で
夏
臘
（
法
齢
）
と
す
る
例
は
、
ま
っ
た
く
な
い
と
断

言
し
て
い
る
。
こ
の
「
明
全
戒
牒
奥
書
」
の
記
述
と
『
三
祖
行
業
記
』
の
記
事
は
、
あ
る
意
味
で
相
反
す
る
内
容
で
あ
る
。
奥
書
を
認
め

た
の
が
帰
国
後
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、『
三
祖
行
業
記
』
に
い
う
軋
轢
を
経
験
し
た
結
果
と
し
て
、
宋
朝
の
法
を
理
解
し
た
と
見
え
な
く

も
な
い
が
、
同
行
し
た
明
全
が
出
発
前
に
準
備
し
て
い
た
こ
と
を
、
道
元
が
知
ら
な
か
っ
た
と
は
思
え
な
い
。

松
尾
剛
次
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
明
全
が
入
宋
に
際
し
て
東
大
寺
で
受
け
た
と
さ
れ
る
具
足
戒
牒
は
、
い
わ
ば
偽
文
書
で
あ
り
、

当
時
の
中
国
に
お
い
て
公
認
さ
れ
た
戒
壇
は
東
大
寺
戒
壇
で
、叡
山
の
大
乗
戒
壇
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
前
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、

師
栄
西
は
二
度
入
宋
し
、
法
兄
行
勇
も
入
宋
し
た
と
す
る
史
料
が
あ
る
。
ま
た
行
勇
の
弟
子
大
歇
了
心
は
栄
西
示
寂
の
年
に
帰
国
し
、
や

は
り
行
勇
の
弟
子
仏
眼
房
隆
禅
（
生
没
年
不
詳
）
が
、
明
全
に
先
行
し
て
入
宋
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
『
不
可
棄
法
師
伝
』
に

よ
れ
ば
、
宋
か
ら
帰
国
し
た
俊
芿
が
建
仁
寺
に
寄
寓
し
て
律
学
を
講
じ
て
い
る
（『
続
群
書
類
従
』
九
ー
上　

五
三
頁
）。
そ
の
う
ち
行
勇

は
東
大
寺
で
、
俊
芿
は
太
宰
府
観
世
音
寺
で
受
戒
し
て
い
る
か
ら
、
中
国
で
公
認
さ
れ
て
い
る
具
足
戒
牒
を
所
持
し
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、

ま
た
栄
西
・
俊
芿
が
、
と
も
に
明
州
景
福
律
寺
に
赴
い
て
い
る
点
か
ら
、
具
足
戒
牒
を
所
持
す
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
も
、
明
全
が
事

前
に
示
唆
を
受
け
た
可
能
性
は
高
い
。
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
る
限
り
、
や
は
り
道
元
が
具
足
戒
牒
所
持
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
認
識
が

な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

右
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
決
定
的
史
料
を
欠
く
こ
と
も
あ
っ
て
見
解
が
分
か
れ
て
お
り
、
実
際
に
は
所
持
し
て
い
た
と
か
、
明
全
と
同

じ
よ
う
に
便
宜
的
な
戒
牒
を
持
参
し
た
説
な
ど
諸
説
あ
り
、
い
ず
れ
も
定
説
化
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
道
元
自
身
の
記
述
に

よ
っ
て
そ
の
問
題
を
考
え
た
場
合
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
の
は
以
下
の
よ
う
な
史
料
で
あ
る
。
道
元
晩
年
の
撰
述
と
考
え
ら
れ
る
『
正
法

眼
蔵
』
新
草
十
二
巻
本
の
第
二
「
受
戒
」
巻
に
は
、

こ
の
受
戒
の
儀
、
か
な
ら
ず
仏
祖
正
伝
せ
り
。
丹
霞
天
然
、
薬
山
高
沙
弥
等
、
お
な
じ
く
受
持
し
き
た
れ
り
。
比
丘
戒
を
う
け
ざ
る

祖
師
、
か
く
の
ご
と
く
あ
れ
ど
も
、
こ
の
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
う
け
ざ
る
祖
師
、
い
ま
だ
あ
ら
ず
。
必
ず
受
持
す
る
な
り
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（
岩
波
文
庫
『
正
法
眼
蔵
』
四
、一
一
六
頁
）

と
あ
る
。
ま
た
、
師
如
浄
と
の
問
答
の
記
録
で
あ
る
『
宝
慶
記
』
に
は
、

堂
頭
和
尚
、
慈
誨
し
て
云
わ
く
、
薬
山
の
高
沙
弥
は
比
丘
の
具
足
戒
を
受
け
ざ
り
し
も
也
た
仏
祖
正
伝
の
仏
戒
を
受
け
ざ
り
し
に
は

非
ず
。　
（
中　
　

略
）

是
れ
菩
薩
沙
弥
な
り
。
排
列
の
時
も
、
菩
薩
戒
の
臘
に
依
り
て
、
沙
弥
戒
の
臘
に
依
ら
ず
。
此
れ
乃
ち
正
伝
の
稟
受
な
り
。
儞
の
求

法
の
志
操
あ
る
は
吾
が
懽
喜
と
す
る
所
な
り
、
洞
宗
の
託
す
る
所
は
儞
乃
ち
是
れ
な
り

	

（『
道
元
禅
師
全
集
』
七
、四
七
頁
）

と
あ
る
。
つ
ま
り
薬
山
高
沙
弥
は
、
具
足
戒
を
受
け
ず
に
菩
薩
戒
だ
け
を
受
け
た
の
で
沙
弥
の
ま
ま
だ
っ
た
が
、
排
列
に
つ
い
て
は
沙
弥

戒
（
具
足
戒
）
に
よ
ら
ず
菩
薩
戒
の
臘
に
よ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
右
の
二
つ
の
史
料
か
ら
い
え
る
の
は
、「
明
全
戒
牒
奥
書
」
で

は
そ
の
よ
う
な
例
は
な
い
と
い
っ
た
は
ず
の
単
受
菩
薩
戒
に
つ
い
て
、薬
山
高
沙
弥
の
よ
う
に
認
め
ら
れ
た
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

師
如
浄
が
説
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
正
法
眼
蔵
』「
受
戒
」
巻
や
『
宝
慶
記
』
の
記
事
か
ら
は
、
道
元
が
既
に
受
け
て
い
る

天
台
宗
の
円
頓
菩
薩
戒
を
、
如
浄
が
容
認
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
仮
に
道
元
が
具
足
戒
牒
を
所
持
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
如
浄

の
説
示
は
意
味
が
な
く
な
る
し
、
寧
波
で
足
止
め
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
道
元
は
、
入
宋

の
手
続
き
に
詳
し
い
建
仁
寺
僧
団
に
身
を
投
じ
、
実
際
に
具
足
戒
牒
を
持
参
し
た
明
全
と
と
も
に
入
宋
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
ら
は

菩
薩
戒
を
単
受
し
た
日
本
天
台
宗
の
僧
と
し
て
、
渡
海
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

六
、
ま
と
め　

―
道
元
と
大
乗
菩
薩
戒
―

道
元
の
教
学
的
立
場
に
関
す
る
見
解
と
し
て
一
時
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
の
は
、
徹
底
的
な
本
覚
思
想
の
批
判
で
あ
っ
た
と
い
う
元
駒
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澤
大
学
教
授
袴
谷
憲
昭
氏
の
主
張
で
あ
り
、
早
く
に
元
駒
澤
大
学
教
授
故
山
内
舜
雄
氏
が
そ
の
教
学
的
背
景
と
し
て
、
叡
山
の
総
学
頭
で

あ
っ
た
宝
地
房
証
真
（
生
没
年
不
詳
）
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
（『
道
元
禅
と
天
台
本
覚
法
門
』）。
証
真
は
、
菩
薩
戒
に
つ
い
て
も
末
註
書

を
著
す
な
ど
し
て
、
当
時
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
生
没
年
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
ほ
ぼ
栄
西
と
同
時
期
の
人
で
、

叡
山
総
学
頭
と
な
っ
た
の
が
道
元
八
歳
の
時
（
一
二
〇
七
）
で
あ
る
。
証
真
は
、本
覚
法
門
が
席
巻
し
て
い
た
当
時
の
叡
山
に
あ
っ
て
、『
天

台
三
大
部
私
記
』
を
著
わ
す
な
ど
始
覚
門
的
立
場
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
と
く
に
『
天
台
真
言
二
宗
同
異
章
』
に
お
い
て
は
台
密
偏
重
と

い
う
教
学
傾
向
を
強
く
批
判
し
て
い
る
。
ま
た
同
書
に
お
い
て
「
達
磨
宗
」
と
い
う
表
現
で
禅
宗
に
触
れ
、
最
近
の
中
国
で
は
達
磨
宗
が

盛
ん
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（『
大
正
蔵
経
』
七
四
・
四
二
一
・
上
）
こ
と
か
ら
、
宋
朝
禅
に
対
し
て
も
一
定
の
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
。
出
家
し
て
叡
山
で
修
学
し
た
道
元
の
視
野
に
、
証
真
が
入
っ
て
い
な
い
は
ず
は
な
い
。
た
と
え
ば
叡
山
で
修
行
中
の
道

元
が
抱
い
た
疑
問
は
、
曹
洞
宗
に
お
い
て
は
叡
山
の
耆
宿
す
ら
答
え
ら
れ
な
い
「
大
疑
団
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
本
覚
思
想
と
い
う

立
場
か
ら
見
れ
ば
、
む
し
ろ
初
歩
的
な
疑
問
と
さ
え
い
え
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
を
本
覚
思
想
に
対
す
る
素
朴
な
疑
問
と
理
解
す
れ
ば
、
そ

こ
に
証
真
の
影
響
を
感
じ
取
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
両
者
の
関
係
を
積
極
的
に
示
す
史
料
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
山

内
教
授
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
し
、
か
な
り
高
い
可
能
性
を
含
ん
で
い
る
と
い
え
る
。

ま
た
金
沢
文
庫
所
蔵
『
教
誡
儀
抄
』
に
は

合
掌
は
故
仏
法
房
の
伝
は
、
を
と
か
ひ
の
下
、
一
束
に
こ
れ
を
置
く
、
云
々

私
に
注
す
、
故
仏
法
房
と
は
、
師
云
く
、
法
師
御
弟
子
な
り
、
法
師
、
常
は
合
掌
は
仏
法
房
の
如
く
な
る
べ
し
と
仰
せ
ら
れ
た
り

	

（
金
沢
文
庫
所
蔵　
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
五
巻
戒
律
篇
十
六
頁
）

と
い
う
記
述
が
あ
り
、「
仏
法
房
」
す
な
わ
ち
道
元
が
、
俊
芿
か
ら
教
学
的
影
響
を
受
け
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

宝
地
房
証
真
と
泉
涌
寺
俊
芿
が
、
日
本
に
お
け
る
菩
薩
戒
参
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
、
栄
西
の
弟
子
円
琳
が
著
し
た
、
現

存
す
る
日
本
撰
述
の
『
菩
薩
戒
義
疏
』
の
末
註
書
の
、
最
古
の
も
の
で
あ
る
『
菩
薩
戒
義
疏
鈔
（
円
琳
鈔
）』
に
よ
っ
て
も
う
か
が
え
る
。

（15） 

（16） 
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同
書
に
は
、
唐
宋
の
註
釈
が
多
く
引
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
宝
地
房
証
真
・
泉
涌
寺
俊
芿
の
所
説
が
随
所
に
引
か
れ
て
い
る
（
証
真
五
五

か
所
・
俊
仍
四
〇
か
所
）。
円
琳
門
下
の
十
地
覚
空
（
後
の
円
爾
の
法
嗣
、
東
山
湛
照
）
に
教
え
を
受
け
た
了
恵
の
『
菩
薩
戒
義
疏
見
聞
』

第
二
に
は
、『
菩
薩
戒
義
疏
』
の
末
註
と
し
て
中
国
四
種
・
日
本
二
種
を
挙
げ
て
お
り
、
日
本
の
二
種
は
、『
一
乗
房
円
琳
鈔
』
六
巻
と
『
宝

地
証
真
鈔
』
一
巻
で
あ
る
。『
円
琳
鈔
』
巻
上
之
下
に
、『
善
戒
経
』
等
に
声
聞
戒
を
受
け
た
後
で
大
乗
菩
薩
戒
を
受
け
る
と
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
の
問
答
が
あ
り
、
註
し
て
「
更
詳
委
在
真
師
乗
戒
正
断
論
竝
仍
師
十
問
等
中
」
と
あ
る
。「
仍
師
十
問
」
は
『
律
宗
問
答
』（
卍
続

二
・
一
〇
・
四
）
の
巻
下
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
、「
真
師
乗
戒
正
断
論
」
は
『
宝
地
証
真
鈔
』
一
巻
の
具
名
も
し
く
は
異
名
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

『
宝
慶
記
』
に
あ
る
よ
う
に
、
如
浄
が
菩
薩
戒
の
み
に
よ
る
夏
臘
を
認
め
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
宋
朝
禅
林
全
体
で
認
め
ら
れ
て
い
た

と
は
考
え
に
く
く
、
あ
え
て
道
元
の
主
張
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
と
さ
ら
に
単
受
菩
薩
戒
と
い
う
天
台
僧
と
し
て
の
立
場

に
こ
だ
わ
っ
た
道
元
の
戒
律
観
を
、
個
人
的
に
認
め
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
し
た
道
元
の
戒
律
に
対
す
る
姿
勢
は
、
菩
薩
戒
に
つ

い
て
深
い
造
詣
が
あ
っ
た
証
真
や
俊
芿
か
ら
受
け
た
教
学
的
影
響
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、

日
本
天
台
宗
に
お
い
て
単
受
菩
薩
戒
で
出
家
し
、
仏
弟
子
と
な
っ
た
道
元
に
と
っ
て
は
、
便
宜
的
に
具
足
戒
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
も
、
あ
る
種
の
抵
抗
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
自
ら
が
出
家
受
戒
し
た
立
場
を
固
持
す
る
姿
勢
を
貫
い
た
と
い
え
る
。
さ
ら

に
い
え
ば
、
今
日
の
曹
洞
宗
で
在
家
出
家
を
通
じ
て
授
与
さ
れ
て
い
る
「
十
六
条
戒
」
と
い
う
極
め
て
特
殊
な
戒
律
観
も
、
本
稿
で
述
べ

て
き
た
よ
う
な
、
道
元
の
入
宋
を
め
ぐ
る
経
緯
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
同
時
に
道
元
の
具
足
戒
と
単
受

菩
薩
戒
に
関
わ
る
行
動
は
、
単
に
曹
洞
宗
独
自
の
「
十
六
条
戒
」
に
つ
な
が
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
鎌
倉
初
期
の
日
本
仏
教
に
お
け

る
戒
律
理
解
の
変
遷
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（17） 

353　『禪學研究』第100號，2022年3月



〈
註
〉

（　

）	『
道
元
禅
師
全
集
』
に
は
大
久
保
道
舟
編
の
筑
摩
書
房

（
一
九
七
〇
）
の
も
の
と
、
酒
井
得
元
・
鏡
島
元
隆
・
桜

井
秀
雄
監
修
の
春
秋
社
（
一
九
八
八
～
九
一
）
の
二
種
が

あ
る
が
、
本
稿
で
は
春
秋
社
版
を
用
い
る
。

（　

）	『
建
撕
記
』
に
は
、
江
戸
期
に
面
山
瑞
方(

一
六
八
三
～

一
七
六
九)
が
訂
補
開
版
し
た
訂
補
本
と
、
訂
補
本
よ
り

も
古
い
時
期
に
書
写
さ
れ
た
、い
わ
ゆ
る
古
写
本
が
あ
り
、

そ
の
記
述
に
は
微
妙
な
違
い
が
見
ら
れ
る
。

（　

）	

こ
の
院
宣
と
下
知
状
に
つ
い
て
は
、
原
本
は
火
災
で
焼
失

し
た
が
、
永
平
寺
に
写
し
が
現
存
し
て
い
る
。

（　

）	

大
久
保
道
舟『
道
元
禅
師
伝
の
研
究
』八
三
頁（
一
九
六
六

年
、
筑
摩
書
房
）
参
照
。

（　

）	

鏡
島
元
隆
『
道
元
禅
師
と
そ
の
周
辺
』
一
頁
（
一
九
八
五

年
、
大
東
出
版
社
）
参
照
。

	
	

栄
西
の
示
寂
日
に
つ
い
て
は
、
興
福
寺
（
奈
良
市
）
大

乗
院
門
跡
に
よ
る
『
大
乗
院
具
注
暦
日
記
』
の
七
月
五

日
条
裏
書
き
に
「
栄
西
、
前
権
僧
正
葉
上
房
、
入
滅
し

了
ぬ
。
臨
終
正
念
」
と
あ
る
（
別
冊
『
太
陽
』
四
八
頁
、

舘
隆
志
「
栄
西
の
入
滅
に
つ
い
て
」『
印
度
学
仏
教
学
研

究
』
五
十
八
ー
一
）。

（　

）	

本
史
料
は
鎌
倉
市
教
育
委
員
会
の
文
化
財
調
査
で
確
認
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

	
	『

曹
洞
宗
研
究
紀
要
』
十
九
号
（
三
九
頁
、
一
九
八
七
年
）

に
「
開
山
勇
禅
師
行
状
」
を
翻
刻
掲
載
し
た
。

（　

）	

西
谷
功
『
南
宋
・
鎌
倉　

仏
教
文
化
史
論
』（
二
〇
一
八
年
、

勉
誠
出
版
）
参
照
。

（　

）	『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
に
は
、
入
宋
を
計
画
し
て
い
た
明

全
に
対
し
て
、
叡
山
で
の
師
明
融
阿
闍
梨
が
重
病
の
床
に

あ
り
、
末
期
を
看
取
る
ま
で
渡
海
を
延
期
す
る
よ
う
懇
願

し
た
、
と
い
う
話
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
同
輩
や
門
弟
が

師
の
希
望
に
添
う
こ
と
が
報
恩
で
あ
る
と
い
う
の
に
対

し
、
末
座
に
い
た
道
元
は
「
真
の
仏
法
を
求
め
る
志
に
お

い
て
、
ま
ぁ
こ
の
程
度
で
よ
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
な
ら
、

渡
海
を
延
期
さ
れ
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
」
と
、
い
さ
さ
か

挑
発
的
と
も
思
え
る
よ
う
な
発
言
を
し
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
て
明
全
は
、
末
期
を
看
取
る
に
し
て
も
死
期
を
延
ば

す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
た
と
え
志
半
ば
で
倒
れ
よ
う

と
も
入
宋
求
法
を
敢
行
す
る
こ
と
が
、
結
果
と
し
て
師
恩

に
報
い
る
こ
と
に
な
る
と
、
毅
然
と
し
て
言
い
放
っ
た
の

で
あ
る
。
道
元
は
、
仏
法
に
対
す
る
志
の
高
さ
を
示
す
エ

ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
お
そ
ら
く
感
激
の
な
か
で
み
ず
か
ら

の
門
下
に
語
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
春
秋
社
『
道
元
禅
師
全

集
』
七
、一
三
八
頁
）。

	
	

入
宋
後
の
宝
慶
元
年
（
一
二
三
五
）
五
月
二
十
七
日
、
明
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全
は
天
童
山
了
然
寮
に
お
い
て
、
四
十
二
歳
で
に
わ
か

に
示
寂
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
み
ず
か

ら
の
覚
悟
通
り
の
運
命
に
見
舞
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

（　

）	
松
尾
剛
次
『
鎌
倉
新
仏
教
の
成
立
』
一
〇
〇
頁
（
吉
川
弘

文
館　

一
九
八
八
年
）
参
照
。

（　

）	

拙
稿
「
叡
山
の
単
受
菩
薩
戒
と
道
元
の
戒
律
観
」（
速
水

侑
編
『
奈
良
・
平
安
仏
教
の
展
開
』
二
六
二
頁
、
吉
川
弘

文
館　

二
〇
〇
六
年
）
参
照
。

（　

）	

拙
稿
『
日
本
禅
宗
の
伝
説
と
歴
史
』（
吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
五
年
）
一
一
八
頁
参
照
。

	
	

た
だ
し
、
行
勇
の
入
宋
に
つ
い
て
は
、
根
拠
と
な
る
史

料
に
問
題
も
あ
り
、
否
定
的
な
見
解
も
あ
る
（
中
村　

翼
「
栄
西
門
流
の
展
開
と
活
動
基
盤
」『
年
報
中
世
史
研

究
』
三
八
、二
四
五
～
二
七
一
頁
参
照
）。

（　

）	『
正
法
眼
蔵
』
に
は
、
仁
治
二
年
（
一
二
三
七
）
に
興
聖

寺
に
お
い
て
説
示
し
た
「
嗣
書
」
巻
が
あ
り
、
仏
祖
の
教

え
を
継
承
す
る
嗣
法
の
重
要
性
を
説
く
と
と
も
に
、
入
宋

中
に
何
度
か
嗣
書
を
閲
覧
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
「
道
元
在
宋
の
と
き
、
嗣
書
を
礼
拝
す
る
こ
と
を

え
し
に
、
多
般
の
嗣
書
あ
り
き
」（
岩
波
文
庫
本
『
正
法

眼
蔵
』
二
、三
七
五
頁
）
と
あ
り
、
以
下
、
惟
一
西
堂
よ

り
法
眼
下
の
嗣
書
を
、
宗
月
長
老
よ
り
雲
門
下
、
ま
た
行

勇
門
下
と
思
わ
れ
る
隆
禅
上
座
の
斡
旋
で
、
伝
蔵
主
の
所

持
す
る
臨
済
宗
の
嗣
書
を
嘉
定
十
六
年
（
一
二
二
三
）
秋

に
、
さ
ら
に
大
慧
宗
杲
の
弟
子
仏
照
徳
光
（
一
一
二
一
～

一
二
〇
三
）
が
、
道
元
掛
錫
当
時
の
天
童
山
住
持
で
あ
る

無
際
了
派
（
一
一
四
九
～
一
二
二
四
）
に
与
え
た
嗣
書
を
、

嘉
定
十
七
年
（
一
二
二
四
）
正
月
二
十
一
日
に
無
際
の
弟

子
智
庚
か
ら
と
、
禅
宗
諸
派
の
も
の
を
機
会
を
見
つ
け
て

は
見
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

（　

）	『
道
元
禅
師
全
集
』
七
、二
一
六
頁

（　

）	『
道
元
禅
師
全
集
』
七
、二
二
八
～
二
三
三
頁

（　

）	『
本
覚
思
想
批
判
』（
一
九
八
九
年
、
大
蔵
出
版
）

	
	

そ
の
後
、こ
の
議
論
に
は
松
本
史
朗
の
如
来
蔵
批
判
（『
縁

起
と
空
』
大
蔵
出
版
、
一
九
八
九
年
）
と
も
相
俟
っ
て
、

学
会
に
大
き
な
議
論
を
巻
き
起
こ
し
た
。

（　

）	

納
冨
常
天
「
泉
涌
寺
開
山
俊
芿
と
永
平
道
元
」（『
金
沢
文

庫
資
料
の
研
究
』
五
二
九
頁
、
法
蔵
館
、
一
九
八
二
年
）

参
照
。

（　

）	

拙
稿
「
円
琳
の
『
菩
薩
戒
義
疏
鈔
』
に
つ
い
て
」（『
印
度

学
仏
教
学
研
究
』
二
七
ー
二
、一
一
六
～
一
一
七
頁
）
お

よ
び「『
円
琳
抄
』に
お
け
る
証
真
の
引
用
に
つ
い
て
」（『
駒

澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
』
一
三
号
、
六
六
～

七
三
頁
）
参
照
。

（
花
園
大
学　

教
授
）
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